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「
緑
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

　
市
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
、「
平
成
28
年
度
緑
化
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル（
応
募
作
品
９
０
９
点
）」の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬

称
略
）。

【
金
賞
】

森
山
成
仁（
杉
本
１
年
）、紺
野

愛
夢（
有
馬
２
年
）、小
野
峻
澄

（
海
老
名
３
年
）、中
島 

舞（
杉

本
４
年
）、浦
川 

元（
海
老
名
５

年
）、山
口
奈
緒
子（
有
馬
６
年
）

【
銀
賞
】

波
多
野
楓
美（
今
泉
１
年
）、上

村
奏
太（
海
老
名
２
年
）、清
水

咲
良（
今
泉
３
年
）、吉
村
莉
乃

（
柏
ケ
谷
４
年
）、磯
﨑
茉
那（
東

柏
ケ
谷
５
年
）、松
政
拓
希（
大

谷
６
年
）

【
銅
賞
】

池
原
巴
琉（
有
鹿
１
年
）、石
田

夏
帆（
上
星
２
年
）、井
上 

凌

（
杉
久
保
３
年
）、山
本
朋
佳（
杉

久
保
４
年
）、山
﨑
莉
奈（
大
谷

５
年
）、岩
﨑
遥
奈（
東
柏
ケ
谷

６
年
）

【
市
制
施
行
45
周
年
記
念
特
別
賞
】

島
本
理
駈（
有
馬
１
年
）、田
原

孝
一
朗（
有
鹿
２
年
）、多
田 

大

（
今
泉
３
年
）、浜
田
結
菜（
海
老

名
４
年
）、豊
島
愛
梨（
東
柏
ケ

谷
５
年
）、綿
貫
ひ
な
た（
杉
本

６
年
）

【
入
選
】

若
松
怜
那（
杉
本
１
年
）、菊
村

り
の（
有
馬
１
年
）、尾
上
大
瑚

（
有
馬
２
年
）、佐
藤
夢
香（
今

泉
２
年
）、工
藤
百
華（
大
谷
３

年
）、松
本
実
依（
今
泉
３
年
）、

三
田
心
菜（
有
馬
４
年
）、
石

橋 

鈴（
杉
本
４
年
）、菊
池
美
結

（
杉
本
５
年
）、樫
村
真
音（
有
鹿

５
年
）、柳
本
結
衣（
海
老
名
６

年
）、福
田
恵
美（
中
新
田
６
年
）

▲山口奈緒子さんの作品（有馬６年）

▲小野峻澄さんの作品（海老名３年）

▲中島 舞さんの作品（杉本４年）

▲紺野愛夢さんの作品（有馬２年）

▲浦川 元さんの作品（海老名５年）

▲森山成仁さんの作品（杉本１年）

▲市窓口に設置されている筆談器。
耳が聞こえない方への説明時に使
用します

不当な差別的取扱い 障がい者への合理的配慮

国の行政機関・
地方公共団体など 禁止 法的義務

民間事業者など
（個人事業者・非営利事
業者などを含む）

禁止 努力義務

お
互
い
を
尊
重
し
あ
え
る
社
会
を
目
指
し
て

障
害
者
差
別
解
消
法
を
知
ろ
う

12
月
３
日
～
９
日
は
障
害
者
週
間

障
害
者
差
別
解
消
法
Ｑ
＆
Ａ

　
こ
と
し
４
月
に
施
行
さ
れ
た「
障
害
者
差
別

解
消
法
」。こ
の
法
律
は
、国
や
市
区
町
村
な
ど

の
行
政
機
関
や
会
社
、店
舗
な
ど
で
障
が
い
を

理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
し
、全
て
の
人
が
障

が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、お
互
い
に
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
で
き
る

社
会
を
目
指
す
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
を
理
由
と
し
た
差
別
に
は
、障
が

い
の
あ
る
方
へ
の「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」

と「
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
」が
あ
り
ま
す
。

　
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」と
は
、正
当
な

理
由
も
な
く
、障
が
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
を
拒
否
ま
た
は
制

限
す
る
こ
と
で
す
。
具
体
例
と
し
て
は
、「
本

　
市
は
こ
と
し
８
月
、障
が
い
の
あ
る
方
の
意

見
を
取
り
入
れ
た
職
員
対
応
要
領
を
作
成
し
ま

し
た
。
こ
の
要
領
に
沿
っ
て
、障
が
い
へ
の
理

解
を
深
め
る
職
員
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、ど

な
た
で
も
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
お
気
付
き
の
点

な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、障
が
い
福
祉
課
へ
お

声
掛
け
く
だ
さ
い
。

Ａ	

同
法
は
行
政
機
関
や
民
間
事
業
者
な
ど

を
対
象
と
し
た
法
律
の
た
め
、対
象
外
で
す
。

Ａ	

個
人
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
非

営
利
事
業
者
を
含
む
、全
て
の
民
間
事
業
者

が
対
象
で
す
。

Ａ	

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方
だ
け

で
は
な
く
、障
が
い
や
社
会
的
な
障
壁
に
よ

り
、日
常
生
活
や
社
会
生
活
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
全
て
の
人
が
対
象
で
す
。

個
人
的
な
人
間
関
係
で
も
、同
法
に

違
反
し
た
ら
罰
せ
ら
れ
る
？

対
象
と
な
る
民
間
事
業
者
は
？

対
象
と
な
る
方
は
？

Ｑ Ｑ Ｑ

人
を
無
視
し
て
介
助
者
や
支
援
者
、付
き
添

い
の
人
な
ど
に
だ
け
話
し
掛
け
る
」「
保
護
者

や
介
助
者
が
一
緒
に
い
な
い
と
入
店
で
き
な

い
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
」と
は
、障
が
い

の
あ
る
方
か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を
求
め
る
意

思
の
表
明
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
社

会
的
障
壁（
※
）」を
取
り
除
く
合
理
的
な
配
慮

を
し
な
い
こ
と
で
す
。
合
理
的
配
慮
の
具
体

例
と
し
て
は
、「
車
い
す
な
ど
を
使
用
す
る
方

が
段
差
の
あ
る
場
所
を
通
る
際
に
、ス
ロ
ー
プ

な
ど
を
使
っ
て
補
助
す
る
」「
聴
覚
障
が
い
や

言
葉
で
の
意
思
疎
通
が
不
得
意
な
方
に
は
、筆

談
な
ど
音
声
と
は
別
の
方
法
で
伝
え
る
よ
う

工
夫
す
る
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

※
障
が
い
の
あ
る
方
が
生
活
す
る
上
で
支

障
と
な
る
、利
用
し
に
く
い
施
設
や
設

備
、制
度
の
ほ
か
、障
が
い
の
あ
る
方

の
存
在
を
意
識
し
て
い
な
い
慣
習
、文

化
、偏
見
な
ど
を
指
す

「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」と

「
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
」

市
の
取
り
組
み

障
が
い
福
祉
課
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２
３
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